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【発表内容】

◆ はじめに：研究の目的、方法と内容

◆ 研究の目的、方法と内容

◆ 授業の実際

◆ 各課題の整理・分析

◆ 研究のまとめと課題
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はじめに：研究の目的
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東京学芸大学特別開発プロジェクト（教科横断型研究）

指導と評価の一体化に対応した
理科・国語科を教科横断的に探究する学習プログラムの開発

理科の学習場面での課題意識
国語の学習場面での課題意識

それぞれの領域の特性を踏まえた横断的な
取り組みを蓄積・共有していくことでの相乗効果への期待

◆各教科・領域で蓄積された「実践知」や「知の体系」を踏まえ、
どのように効果的な接続を検討することができるか

汎用的な
資質・能力の育成

１） 土台となるモデルを活用した指導方法の実践検討
２） 実践をもとにした横断的プログラム開発過程の構造化



はじめに：研究の目的、方法と内容
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資質・能力を育むために重視すべき学習過程のイメージ
（文部科科学省『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 理科編』p9より一部抜粋）

事実

主張

気付き・既習事項

課題・仮説の設定

「探究の過程」にそった学習の必要性の増加 思考力を育成するための探究型学習

「過程」への着目：構造化

「国語力不足」に課題

を示すことが必要不可欠

思考過程を
構成・整理し、表現する



はじめに：方法と内容
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研究方法

課題の洗い出し

【理科】

現段階で教科書に示されている「科学レポート例」のわかりにくさ

• なぜ実験をするのか（理由）が不明瞭
• 仮説の根拠が曖昧であり、単なる「予想」となっている
• 「結果」「考察」「主張」の区別がついていない

目的意識（開かれる「場」）提示する情報の必然性 情報の質



はじめに：方法と内容
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【先行研究・実践】慶應義塾湘南藤沢中等部・高等部 堺雄輝先生

• 「教科横断による授業設計とその実践 ─中学校の国語・理科を例として─」
（堺 雄輝,竹田 大樹 教育実践学会第31回大会ポスター発表,  2023.12, 教育実践学会）

• 「教科横断による中学生の言語能力育成を狙う連携カリキュラムの開発」
（学事振興資金研究成果実績報告書 （慶應義塾大学）  2022）

• 「中学校国語科と理科における融合カリキュラムの授業設計に関する研究 ―「春のニュースを作ろう」を題材とし
た言語活動の実践―」（堺 雄輝,竹田 大樹『教育実践学研究 』（教育実践学会）  27(pp13 – 28) 2024.3）

「三角ロジックを用いて天気予報を行う」

論理的思考を促す三角ロジックやトゥルミンモデルを援用した
国語と理科で共通して使えるモデル図の活用

「事実」「理由付け」「主張」という論述構造の各要素を
「色分け」し共有する



はじめに：方法と内容
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「過程」への着目：構造化 ＋ 情報の質：視覚化

「色」の要素の導入
➥GIGA端末（一人一台端末）の導入による
学習活動の大きな変化の一つ

生徒の思考過程の構造理解および
汎用型（教科横断型）アーギュメントスキルの構築に繋がる

【仮説】



はじめに：方法と内容
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坂本 美紀「アーギュメント・スキルを育成する理科授業と評価枠組みの開発」（博報堂教育財団 第6回（2011年度）児童教育実践についての研究助成事業 研究成果報告書）

アーギュメント（argument）とは、理由づけや反証例の想定など、ある主張を構成するための
一連の言葉の形式、あるいはそれらの構成要素を含む一連の言葉のやりとりを指す。

山本智一「日本の理科教育におけるアーギュメントの研究動向」
（『理科教育学研究』vol.65 No.1(2024)

アーギュメントとは,主張(Claim),データ(Data), 論拠(Warrant),裏付け(Backing),限定(Qualifier), 反駁(Rebuttal)といった構成要素からなる論証の
形式であり(Toulmin,1958),これまでに国内外の理科教育にアーギュメントの指導が導入されている

理科教育においては、実験結果に基づいて他者を説得し、妥当な結論に合意する営みが不可欠であり、このプロセスにアーギュメントが
大きな意義を持つ

Ｄushl and Osborne (2002)は, アーギュメントの内容を表す言葉として「アーギュ メント(argument)」を,アーギュメントを構築する プロセスを
表す言葉として「アーギュメンテーショ ン(argumentation)」を使用している。Osborne et al. (2016)も同様に,前者をプロダクト,後者をプロセ
スとしている。

McNeill et al.(2016)は.アー ギュ メ ントの PCK (Pedagogical Content Knowledge) を概念化する際に,構造的側面と対話的側面の2つを取り
上げ,前者については主張•証拠•理由付け などの構成要素を,後者は説得の際に個人間で起こ る相互作用を重視している。

アーギュメントの形態としては,「記述(ラ イティング)」と「口述(オーラル)」がある。



はじめに：研究の目的、方法と内容
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「過程」への着目：構造化 ＋ 情報の質：視覚化

「色」の要素の導入
➥GIGA端末（一人一台端末）の導入による
学習活動の大きな変化の一つ

生徒の思考過程の構造理解および
汎用型（教科横断型）アーギュメントスキルの構築に繋がる

【仮説】

アーギュメンテーショ ン 構造的側面 構成要素とその結びつき

情報の扱い方に関する事項（情報と情報との関係／情報の整理）の観点からの接続

アウトプット：記述 にあたっての



授業の実際：指導（評価）方法・学習プログラムの検討・開発
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理由付け

事実事実

主張

「探究の過程」

価値づけ

主張・解釈

「色分け」による情報の共有性の向上

事柄を展開させるの動力に、
「自分の考え」の導入の度合いを
意識づけるラベルの設定

土台となるモデルを踏まえ
実践を重ねていく



授業の実際：指導（評価）方法・学習プログラムの検討・開発

１．ＢＧＲモデル導入・・・科学的事象を扱った文章（「クマゼミ増加の原因を探る」）の情報整理について、モデルを用いて構造化

情報のつながりに
着目した読み



授業の実際：指導（評価）方法・学習プログラムの検討・開発

2．ＢＧＲモデル導入② ・・・理科 秩父長瀞地学実習レポートの情報整理（展開イメージ）をモデルを用いて構造化

項目（問い）は教科から提示される
➥思考過程を構成・整理

情報のつながりに
着目した読み



授業の実際：指導（評価）方法・学習プログラムの検討・開発



授業の実際：指導（評価）方法・学習プログラムの検討・開発

３．文章化／明示的な「既知の情報」を文学的文章に・・・テーマ、三要素の結びつきという気づきをもとに、文章化

アウトプットした事柄を
俯瞰的にとらええる

※「表現」にあったって
➥形式面では「Ｒ８０」の活用

※「事実」「価値付け」
➥「ストーリーボード」

色の混濁や「無色」の可能性、
提示順序への気づき
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授業の実際：指導（評価）方法・学習プログラムの検討・開発

４．要素の抽出と順序による変化の検討・・・名刺カードを用いた「展開」の推敲

事柄同士のつながり
構成による情報の果たす

役割の変化
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「説明」-辞書との類似性への気づき
➥身の回りの事象（「事実」）の活用可能性



授業の実際：指導（評価）方法・学習プログラムの検討・開発

５．資料と自身の経験を接続し自身の考えをまとめる ・・・「事実」の質的なバリエーションを考える

デジタルデバイスの活用



授業の実際：指導（評価）方法・学習プログラムの検討・開発

５．複数資料を導入し、「事実」を複線的に導入する ・・・活動（過程）をそれぞれの段階に明示的に位置づける

具体⇄抽象の往還
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授業の実際：指導（評価）方法・学習プログラムの検討・開発

６．ポスター発表資料作成・・・「一覧性」を持つことによる、部分-全体の関係への着目

思考過程の共有



各課題の整理・分析

学習者の振り返り



各課題の整理・分析

学習者の振り返り



各課題の整理・分析

学習者の振り返り



各課題の整理・分析

２） 実践をもとにした横断的なプログラム開発過程の構造化

26

Jeff Patton（2015）

｢5つのC―アジャイル開発サイクルのモデル｣
（ユーザーストーリーマッピングにおけるプロセス）

野中郁次郎・竹内弘高（2020）

｢知識スパイラルとその内容の変化｣
（組織的知識創造）

「ストーリー」の共有｢場｣への着目

「創出」
各領域等で蓄積された経験を

「対話」をきっかけに構造化し、その活用を図る

「蓄積」への着目「対話」



研究のまとめと課題
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視覚化 構造化

三角ロジックやトゥルミンモデルとの差異については、
「価値づけ」の部分にあるのではないか

◎ 各「要素」に対する働きかけがまず大きくなる。 「ひとつながり（文章）」（全体）への意識を高めることが次の課題
※理科的アプローチでは「書く」ことが意識されるため、「章立て」「項目立て」がイメージされている

◆国語ー理科の連携において「読むこと」 を切り口にしたアプローチの効果
◆BGRはフレームワークのように「固定化」されるものではないことの意識づけ
◆ 他の活動と連携していくことでの「文章全体への着目」

◆各教科・領域で蓄積された「実践知」や「知の体系」を踏まえ、
どのように効果的な接続を検討することができるか

※読」-「記術」-「口述」を連動させたアプローチを今後の課題とする

反復・蓄積によって、主にアーギュメンテーショ ンの側面から情報の質と結びつ
きの意識づけにつながり、アーギュメントスキル向上につながる効果が見られる



参考文献（資料中表記のないもの）
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• 渡邉裕,村上恭子, 関野かなえ「学校図書館における「創出」と「学習センター」機能の向上の連環～「ハブ」としての働きと「共通言語の発見」

への着目から～」（2024.9.24 令和6年度 日本学校図書館学会研究発表大会）※当日発表資料より：各課題の整理・分析_２） 実践をもとにした横断的なプログラム開発過程の構造化
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